
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために 
～ 安城西中学校の学校生活の新しい生活様式について ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

１ 一人一人の基本的感染対策 

 感染防止の３つの基本に取り組みます。 

 ① 身体的距離の確保  ② マスクの着用  ③ 手洗い 

  □人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。 

  □会話をする時は、可能な限り真正面を避ける。 

  □症状がなくてもマスクを着用する。 

   （保健体育科の活動、部活動等において、着用しない場合は、密を避けて活動する） 

  □手洗いを励行する。（授業の前後、放課、給食前、清掃後等） 

  □手洗いは30秒程度かけて、水や石けんでていねいに洗う。（消毒液を各教室、トイレ等に設置） 

２ 必要な持ち物 

  □清潔なハンカチ・ティッシュ（予備があるとよい）  □マスク（予備があるとよい） 

  □マスクを一時的に外して置く際の清潔なビニールや布等（マスクの表面に触らないようにする） 

  □健康チェックカード                □熱中症予防のための十分な水分 

 

３ 具体的な学校生活 

 ３つの密が同時に重なる場を避けるようにする。 

 ３つの密が重ならない場合でも、できるだけ密を避けるようにする。 

 ① 換気の悪い密閉空間をなくす。 

  □可能であれば２方向の窓を同時に開け、常に換気する。（エアコン使用時にも換気を行う） 

 ② 多数が集まる密集場所をなくす。 

  □当面の間、全校集会は行わない。 

  □学年集会を行うときは、体育館（格技場）を使用し、換気し、短時間で実施する。 

 ③ 近距離で会話や発声をする密接場面をなくす。 

 

〔登校時〕 

 ① 家で、保護者とともに健康状態をチェック

し、健康チェックカードに記入する。 

 ② 登校後に、健康状態の変化がないかチェッ

クし、健康チェックカードを担任に提出す

る。 

 ③ 健康チェックが不備の場合は、保健室でチ

ェックする。 

 ④ 発熱・風邪症状があり、健康状態が心配な

生徒は、保護者に連絡し、帰宅させる。 

〔授業〕 

 ① 授業開始時に、健康観察を行う。 

 ② 長時間、近距離で対面での活動（ペア活動やグル

ープ活動）はできるだけ避ける。 

 ③ 感染のリスクが高いと考えられる実習や活動等

は、年度内で順序を変更して、年度後半に実施す

る。 

  □音楽科の合唱   □家庭科の調理実習  

  □保健体育科の近距離で接触する運動 等 

 ④ 器具や用具を共用で使用する場合は、使用前後に

消毒を行うとともに、生徒には手洗いを行わせる。 

  □理科の実験・実習 □家庭科の実習 

  □音楽科の器楽演奏 □保健体育科の器具 等 

〔給食〕 

 ① 配膳前に、手洗いを徹底する。 

 ② 座席を向かい合わせにせず、食事中の会話

を控える。 
〔部活動〕 

 ① 活動前に健康状態をチェックし、健康状態が不

安生徒は、保護者に連絡し、帰宅させる。 

 ② 運動不足であることを配慮しながら、活動を進

める。 

 ③ 生徒の健康・安全確保のため、生徒だけに任せ

るのではなく、教師や部活動指導員等が活動状況

を把握する。 

 ④ 共用する道具・器具等の消毒を行う。

〔下校後〕 

 〇 教室、特別教室、トイレなど、共用する場

所における、生徒が頻繁に手を触れた箇所や

共用する器具等（ドアノブやスイッチ、机、

いす、階段の手すり等）について、消毒を行

う。 


